
本誌をご覧のみなさまのなかに

は，小学校から大学に至る理科系

教育に一家言おもちの方が多くいらっしゃることと思いま

す．さらには，客観的な作文の技術を教えない我が国の国

語教育，昨今の学生に見られるコピペの問題や，理系に進

む女性を増やす方策について，ご意見をおもちの方もい

らっしゃるかと思います．私も，研究者の端くれとして，

少なからず意見をもつものでありますが，私を含め，理系

に進んだ人間は，そもそも科学に興味があってこのような

道を歩んできたわけでして（ちなみに，私は小学生の頃，某

天文月刊誌を欠かさず購読していた天文少年でした…），

科学離れする子どもやおとなの気持ちというものは，なか

なか計りしれません．そう考えると，“理科離れ”というの

は，理系に進む者とそうでない者（というよりも，科学と

そうでないものを見分けられる目をもつ人ともたない人）

の乖離が進んでいる状態なのかもしれません．

昨今では，この“理科離れ”を少しでも解消すべく，各

大学，研究所，学会等で，様々な事業が行われていますが，

私の勤める核融合科学研究所でも，その例に漏れず，いろ

いろな活動が展開されています．例えば，研究所一般公開

（オープンキャンパス），市民学術講演会，地域の小学校等

での科学教室などが行われています，私も，そのいくつか

に関わってきましたが，これらの活動に関わるなかで，ひ

とつ，気をつけていることがあります．それは，漢語やカ

タカナ語は避けて，できうる限り，やまとことば（いわゆ

る訓読み）で伝えることです．研究者は，知らず知らずの

うちに，一般の方への説明でも専門用語を使いがちです．

これをもう少しやわらかい言葉に変えることができれば，

少しは垣根が下がるように思います．

このようなミクロな啓蒙活動が，少しでも多くの一般の

方 （々特に子どもたち）に，科学の不思議さに驚く心と，科

学とそうでないものを見分けられる目をもたらすことでき

れば，さらには，昨今のマクロな潮流を少しでも変えるこ

とができれば，と願ってやみません． （長谷川裕記）
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